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２-２ 資料「千葉県教育委員会『学校から発信する家庭教育支援プログラム』」より 

 

１．子どもとの会話や過ごし方 

家庭は子どもにとって最も心安らぐ居場所です。そして，家族のあいだで交わされる温かい会話やだ

んらんを通して多くのことを学んでいきます。日頃から家族のコミュニケーションを大切にしましょう。 

   

 

 

まずは「あいさつ」から・・・気持ちのよいあいさつでお手本を 

「おはよう」「いってらっしゃい」「ただいま」「おかえり」「おやすみ」など気持ちの良いあいさつは，

家族の絆を深めます。 

「いただきます」「ごちそうさま」「ありがとう」は感謝の気持ちを育てます。 

 「ごめんなさい」は素直な心を育てます。 

 

 

 

 

 

一日の出来事を聴いてあげていますか？ 

「うれしかったこと」「楽しかったこと」「いやだったこと」「くやしかったこと」など子どもの話

を聴いてあげることで，安心して何でも話せる信頼関係を築くことができます。 

 

 

 

 

 

 

 

家族で過ごす時間を作っていますか？ 

忙しい毎日の中では，家族みんなで過ごす時間が少なくなりがちです。家族が一緒にいる時間をつ

くることで，夫婦や親子の会話が増え，コミュニケーションが深まります。また，一緒に家事をした

り，家族でできる何かに取り組んだりすることで，家族の一員として支え合っているということを実

感します。 

 

 

 

 

 

 

家族で会話をする機会を増やしましょう 

親子でふれあう機会を増やしましょう 

子どもと一日の出来事を楽しく話すなど、家族の会話を増やすことで家族の絆

が深まります。お互いに考えていることを話し合う時間を大切にしましょう。 

あいさつは、人間関係を築く出発点です。親が自分からあいさつする姿を見せて、

あいさつから受ける「気持ちよさ」や「うれしさ」を子どもに伝えていきましょう。 

親子で一緒に遊ぶ、食事をする、お風呂に入るなど、普段の生活の中でできるだけ

親子のふれあう時間を持つことを心がけましょう。時間は短くても、コミュニケーシ

ョンをとることを意識しましょう。 
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２．心の成長 

家庭で，地域で，学校で，人との「つながり」を大切にしましょう！ 

地域での奉仕活動を行ったり，体験活動などをしたりすることで，豊かな心が育ちます。また，この

ような活動を継続すると，社会の一員として自覚が芽生えていきます。家庭･学校･地域で人とのつなが

りを大切にし，豊かな心を育みましょう。 

家庭で，「家族の心のつながり」を大切にしていますか？ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
「地域とのつながり」を大切にしていますか？ 

まず，子どもと関わる大人同士が「つながり」を持つことが重要です。 

 

 

 

 

子どもの言葉遣いは気になりませんか？ 

◆大人から子どもへ心を育む場となるために，豊かな会話がなされることが大切です。

まず，家庭で正しい言葉遣いを伝えましょう。 

◆子どもの言葉遣いに注意をするべき立場のものとして，親の役割が強く期待されます。 

◆あいさつは人との交流の基本，まず，あいさつのできる子を育てましょう。 

人と人とのコミュニケーションをする中で，正しい言葉遣いが身につきます。  

 

家庭で家族のコミュニケーションづくりを大切にしていますか？ 

 
 
 

 

 

★ 地域の行事に親子で参加する機会を設け、人との関わりから「豊かな人間関係」を学

ぶことで、心が育ちます。 

★ 人との交流で認められ自己存在感に気付き、人間関係づくりができます。 

★ あいさつの実践からはじめ、親子での対話の場を設けていきましょう。まず、子ども

の話に耳を傾けることから始めましょう。努力を認めてくれる、困ったときは相談で

きると感じたとき、親子の真剣な対話が生まれます。 

★ 地域の行事や体験活動などに積極的に参加し、共通の話題を持ちましょう。 

★ 家族みんなで過ごす楽しさ、愛情による絆を感じると、自分を大切にし、他人を思い

やる心が育ちます。 

★ 子どもにとって「お手伝い」は“家族の一員として自分が期待されている”というこ

とを自覚する良い機会です。また、それを継続することで子どもの責任感が育ちます。 

★ 自然体験活動をとおして豊かな感性が育ちます。 

家庭で子どもと話していますか。「この頃、変わったことはない？」と語りかけてみま

しょう。大人が子どもの話を真剣に聞き、心をくみ取り、聞き手のお手本を示しましょ

う。人は言葉を使って自分の気持ちを相手に伝え、相手の心も 

くみ取ります。 

 まず、大人が手本を示し、丁寧な言葉を使いましょう。 

 


